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調査補助員のうち太字の8名は群馬大学情報学部の授業 融合型PBL１
(群馬の大学生のモビリティ意識分析①) と融合型PBL２(群馬の大学生の
モビリティ意識分析②) 両方の受講学生
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今回の調査について

本調査は、群馬トヨタ自動車株式会社と群馬大学情報学部が
取り組んでいる共同研究 「大学生向けカーシェア共同実証実験」
の一環として実施したものです。この共同研究と群馬大学情報学部
の授業、融合型PBL１(群馬の大学生のモビリティ意識分析①) の
共同プロジェクトとしてアンケート調査を実施しました。

本調査の目的は、変化する社会における大学生の「移動意識」
についてその現状を把握・分析するための調査です。関連する調査
は2018年から複数年にわたって実施しており、時代の変化に伴う
大学生の意識の変化を分析するために重要な調査です。

調査対象は、群馬大学 荒牧・桐生キャンパスに通う学部生です。
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群大カーシェアについて

2019年10月時点 (サービス開始当初)
 荒牧キャンパスの1か所のみ、車両3台

2023年3月時点
 荒牧キャンパス（車両3台）
 桐生キャンパス（車両2台） ← 2022年秋から
 群馬大学の寮である養心寮（車両1台）

計6台の車両で運用

荒牧キャンパスST (2021年7月撮影)

2023年4月10日(月)～
群大カーシェアで 『ワンウェイ』 利用が可能な車両を1台追加

群馬大学にはカーシェアがある！
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群馬トヨタプロジェクト (2018年夏～)

 大学生の自動車購買行動の実態調査
2018年12月, 2020年1・2月

 大学生向けカーシェア共同実証実験 (2019年10月～継続中)

 学部として群馬トヨタ自動車との共同実験(研究代表者 杉山学教授)

 社会情報学部のPBLの授業（データ解析PG）でも
2019～2022年度に活動

群馬トヨタ自動車 と 群馬大学情報学部 (社会情報学部) は共同で
モビリティ (移動手段) 意識調査を毎年実施

 モビリティ意識調査も合わせて実施
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2023年度のモビリティ意識調査について

 2023年度前期開講
融合型PBL１(群馬の大学生のモビリティ意識分析①) … データの収集が中心

2023年度もモビリティ意識調査を実施

モビリティ意識調査 『大学生の自動車所有と移動意識に関する実態調査2023』 は
次の2つの群馬大学情報学部の授業と連携して実施

 2023年度後期開講
融合型PBL２(群馬の大学生のモビリティ意識分析②) … データの分析が中心
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今回の調査の基本情報

調査名： 大学生の自動車所有と移動意識に関する実態調査2023

調査母集団：

群馬大学 荒牧・桐生キャンパスに通う学部生
(情報学部の1～3年生、 群馬大学 社会情報学部の4年生を含む) 

調査目的：
変化する社会における大学生の 「移動意識」 についてその現状を把握・分析すること

アンケートへの全回答者 489名 のうち

情報学部 または 社会情報学部 469名 (95.9%)
その他の学部生 16名 (3.3%)、 回答なし 4名 (0.8%)

情報学部または社会情報学部の学生数 662名 (休学者除く、2023年10月時点)
⇒ 情報学部・社会情報学部のみの回答率 は 469/662 = 70.8%
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今回の調査の実施方法

調査対象の抽出手順：

１年生

２年生

３年生

４年生

146

141

122

73

7その他・無回答

オンライン上でアンケートを実施（群馬大学LMSを使用）
群馬大学の各学部の学生に 教務システム でアンケートの実施を通知
加えて、情報学部・社会情報学部の全学生にはメールでも通知

調査票の配布から回収までの期間： 2023年9月28日～10月31日

サンプルサイズ： 489部回収

情報学部・社会情報学部
のみの回答率は 70.8%
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回答者の基本データ

男女比： 女 196,  男 279

居住形態 (n=483)：

一人暮らし 50.7%

居住地域 (n=483)：

前橋市 63.1%
群馬(前橋以外) 28.6%
その他 8.3%

通学手段 (n=484)：車 37.2%
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マイカー・免許所有状況

23

32

32

18

67

80

77

53

56

29

13

2

38

62

66

43

108

78

55

30

所有 非所有

１年生

２年生

３年生

４年生

マイカー所有率：43.8％

マイカー所有状況 (n=485)

非所有

１年生

２年生

３年生

４年生

運転免許所有率：79.2％

運転免許所有状況 (n=485)

ＭＴ ＡＴ
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群大カーシェア や ワンウェイサービス の認知度など

群大カーシェアについて (n=484) 利用したことがある 16.5%
知っている 98.1%

ワンウェイサービスについて (n=483) 利用したことがある 3.9%
知っている 68.3%

クレジットカードについて (n=480)：
51

92

85

51

93

48

36

22

所有 非所有

１年生

２年生

３年生

４年生

クレカ所有率 58.5%

※ 群大カーシェアの登録にはクレジットカードが必要
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群大カーシェア の 決済方法について

群大カーシェアの 「あなたにとって現実的だと思う」 決済方法は？ (n=481)

□ クレジットカード 65.2%
□ デビットカード 17.0%
□ 口座振替 17.5%
□ キャリア決済 12.7%
□ QR コード・バーコード（PayPay など） 71.5%
□ 交通系電子マネー（Suica など） 65.5%
□ 交通系以外の電子マネー（QUICPay など） 19.1%
□ プリペイドカードによる決済 6.0%
□ 現金 44.5%
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車に乗ること と 車を所有すること の必要性

車の必要性について

所有すること
(n=486)

34% 33% 12% 16% 5%

乗ること
(n=4８６)

51% 30% 7% 10%

2%

そう思う
そう

思わない
あまり

そう思わない

どちらとも
いえない

まあまあ
そう思う
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車の価値について

車について、以下の観点から価値を感じるか

運転を楽しむ
(n=482)

29% 33% 11% 18% 9%

移動手段
(n=4８5)

73% 22%
2% 2% 1%

感じる 感じないあまり感じないどちらともいえないまあまあ感じる

親しい人との時間
(n=485)

33% 35% 12% 14% 6%

個性を表す
(n=4８4)

ステータス
(n=485)

11% 21% 13% 33% 22%

16% 26% 13% 30% 15%
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アンケートにおける自由記述の設問 と 回答件数

 群大カーシェアの取り組みへの感想や意見 165件

 群大カーシェアのワンウェイサービスへのコメント 86件

 カーシェアへの抵抗についての意見 166件

 遊ぶ場所やそれに伴う移動手段について教えて 231件

 大学への入学前後で車の必要性は変化したか 190件

 群大カーシェアに望むサービスやキャンペーン 106件

 「自動車を所有すること」 の必要性や重要性 232件

 コロナなどの社会の変化と移動への価値観 193件
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「移動意識に関する実態調査2023」 のデータ分析について

「移動意識に関する実態調査2023」 のデータ分析について、
融合型PBL２(群馬の大学生のモビリティ意識分析②) の受講生が２つの
班にわかれて担当

群大カーシェアの現状と課題に関する分析

群馬の大学生の移動意識に関する分析

情報学部3年生 内山匠，地徳涼音，中嶋紀瑛，松本理玖

情報学部3年生 秋野惠理，江原彰慶，佐々木悠人，早川大翔


